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あの日の双子ベビーカー
東京都 上谷紗恵子（36歳）

　平成最後の夏に、双子を出産した私。それからは怒涛の日々だった。　「一歳まで頑張れば楽になるよ」、周りにそう言われがむしゃらに一年頑張ったけれど、ちっとも楽になんてならなかった。とはいえ、腰が据わり、つかまり立ちもでき、夜泣きも減り、楽になった部分もある。でも、食事は一日３回幼児食を作って食べさせるより、母乳とミルクだけのほうが楽だし、歩けるようになると行動範囲が広がって大変だった。　その日も、理由もわからずに泣く双子をベビーカーに乗せ、とりあえず家を出たが、靴下を脱いでポイする双子に気を取られ、溝にベビーカーのタイヤを脱輪させてしまった。
　双子は無事だったが、双子ベビーカーは重くて引き上げに奮闘していると、サッと中学生が走ってきた。脱輪したのは、中学校の校庭脇だったのだ。彼は友人を呼び、あっという間に溝からタイヤを出してくれた。　「本当にありがとう。授業中？」
　「部活中だから、先生に言って来た」
　「こいつも双子なんすよ」
　「自分は双子で良かったけど、親は大変だったんすね。双子、おもろいすよ」
　そう言って、彼らは戻っていった。彼らとのわずかな会話の間に、双子は泣き止んでいた。すぐに駆けつけてくれた彼らの思いやりが、心にしみた。そうか！双子、おもしろいか。いっちょ、頑張ってみるか。　この夏４歳になった双子は、とても仲良しだ。双子で良かった、そう思ってもらえるように、これからもママ頑張るよ。
　あの日の少年たち、本当にありがとう。

（読売新聞社賞）
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介
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。

〝コロナと日常〞
にみる

入賞作品
紹介

第38回
「小さな親切」はがきキャンペーン
後 援：日本郵便株式会社・読売新聞社
協 賛：株式会社河出書房新社
応募総数：1,730編

※入賞・入選者はWEBサイトで発表
しています。また、入賞・入選作品
は、来年2月中旬発行の「令和4年度
作品集」に掲載します。

【受賞に寄せて】
双子育児に疲れていた時に、
中学生に優しくしてもらい心
にしみました。私の中の大切
なエピソードが、この度の入
賞でより一層輝くものになり
ました。もらった優しさを私
も広げていきたいと思います。
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夏の太陽をあび、まっすぐ空に向かって咲く
ひまわりは健康的な美しさであるが、私はい

つも寂しさを感じていた。それは高校生時代、映画
館で観たイタリア映画『ひまわり』のインパクトがあ
まりにも大きく、今もスクリーン一面に映し出され
たひまわり畑が目に焼き付いている。
　ソフィア・ローレンとマルチェロ・マストロヤン
ニが戦争によって引き裂かれた夫婦を演じた映画で、
戦争から帰らぬ夫を捜しに行ったソ連（撮影地はウク
ライナ）で多くの兵士が眠るひまわり畑での捜索シー
ン、記憶をなくした夫はロシア女性と既に結婚して
いることを知り、一人汽車に乗り帰国する車窓に映
し出されたひまわり畑のシーンは、主人公の悲しみ
を象徴する風景だった。ヘンリーマンシーニの哀愁
あふれる音楽は、さらに悲しみを深めた。
　日本での映画上映は1970年9月。ベトナム戦争
真っ最中で、「戦争を知らない子どもたち」の歌が流
行り、＂戦争が終わって僕らはうまれた…、平和のう
たを口ずさみながら…＂と、気軽に歌っていた私に
とって、戦争は遠い存在だった。
　それが、ロシアのウクライナ侵攻が始まり、連日

悲惨な状況を見聞きすると、あの『ひまわり』が目に
浮かんできた。ウクライナの婦人が、侵攻してきた
ロシア兵に抗議しながら、ひまわりの種を渡し「あ
なたたちがここで死んだら、ひまわりが咲きますよ」
と言ったそうだ。死者の眠る地に咲いたひまわりは、
ウクライナの人々の心に今も生きている。
　茅誠司初代代表（当時は東京大学総長）は、安保闘争
の学生運動メンバーと話し合いを続けた中で、「イデ
オロギーの対立は憎しみを助長するだけ。お互いを
思いやる『小さな親切』が必要だ」と「小さな親切」運
動を始めた。争いが絶えない世界を変えることはで
きないが、一人ひとりの小さな思いやりは人を変え、
社会を変える力となると説いた。
　私もその一人として、今、自分にできる親切を実行
できる人間でありたい。

ど 真 ん 中ど 真 ん 中

映画「ひまわり」が教えてくれたこと

真

イラスト：安彦麻理絵［あびこまりえ］文：山橋由貴子［やまはしゆきこ］（公社）「小さな親切」運動本部専務理事兼事務局長
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切」作文コンクール、はがきキャンペーンに寄せら

れた作品から、子どもから大人まで、多くの方々が

どのように不安な気持ち、差別や偏見を乗り越えて

きたのか、思いやりに助けられたのかを振り返り、

異常な事態における心のあり方を考えています。

　11月下旬発行予定。情報はホームページなどに

掲載いたします。無料提供（送料別途）できますので、

ぜひ学校、企業、家庭でご活用ください。

　新型コロナウイルスのまん延から3年、様々な対

策が進み、定着したことで、日本は従来の社会活動

を取り戻しはじめています。そしてそんな今だから

こそ、これから新たな感染症が現れても、過剰にお

びえ、ギスギスした社会に陥ることがないよう、3

年間の学びを冷静に見直し、しっかりと身に付けて

いただきたいと私たちは考えました。

　そこで現在「心のワクチン」運動の一環として、

思いやりの感染症対策をまとめた冊子を作成してい

ます。

　「知識パート」では、どのような感染症にも対応で

きる感染対策の正しい知識をわかりやすく解説。ま

た「思いやりパート」では、コロナ禍の中「小さな親

まもなく〝思いやりの感染症対策〞冊子発行！！
「心のワクチン」運動


